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障害のある子どもへの情報手段活用による教育的支援の進め方

近年，情報技術のめざましい進展と支援技

術の高まりにより，障害のある子どもの生活

や学習などにも，様々な支援機器が活用され

るようになってきた。盲学校，聾学校及び養

護学校学習指導要領（平成11年）では，指導

計画の作成に当たって配慮すべき事項として，

「情報手段に慣れ親しみ，それを積極的に活

用できるようにするための学習活動の充実に

努める」とともに，「教材・教具の適切な活

用を図る」ことが明記されている。また，平

成14年に出された『情報教育の実践と学校の

情報化～新｢情報教育の手引｣～』（文部科学

省）においても，「障害のある子どもたちに

とって情報活用能力の育成が特に求められ

る」とあり，近年の情報化に対応するために，

「個々の障害の状態に応じたきめ細かな支援

方策を考えること」を求めている。

このように，情報手段活用の有効性が認識

され，積極的な取組が求められてきているが，

各学校においては情報手段活用に関する情報

の不足から，その有効性の認識や積極的な活

用に課題を抱えている場合が多い。

そこで，本稿では障害のある子どもの情報

手段活用の意義を明示するとともに，実際の

教育的支援の具体的な進め方について述べる。

１ 情報手段活用の意義と現状

(1) 情報手段活用の意義

コンピュータをはじめとする情報手段

は，学習上の困難を克服したり，コミュ

ニケーションを補助したりするなど，社

会参加を支援する重要な手段となってき

ている。また，多様な情報手段を活用す

る能力は，生きる力を支えるために必要

な基礎的能力と考えられている。一般に，

障害のある子どもの情報手段活用には，

のような意義が挙げられる。次

○ 不足する感覚情報を他の感覚で補うこと
ができる。

○ コミュニケーションを補助し，周囲との
かかわりが広がりやすいことから，学校で
の学習や社会の活動に参加しやすくなる。

○ 自己決定を促しやすくなる。 など

(2) 情報手段活用の取組の現状

障害のある子どもの情報手段活用を進

めるために，これまで様々な支援サービ

スの展開や支援機器の開発がなされてき

ている。以下に，その一部を紹介する。

ア 見ることが困難な場合

視覚的な情報を全く得ることができ

ない場合には，触覚を活用したピン
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ディスプレイを用いて点字と普通文字

を変換したり，画面情報を音声に置き

換えて読み上げる音声化ソフトを利用

したりしている。電話を利用した音声

によるリーディングサービスも活用さ

れている。

また，弱視等，画面の情報が見えに

くい，あるいは読み取りにくい場合は，

OS（オペレーティングシステム）の機

能を用いて画面情報を拡大したり，配

色を調節したりする工夫がなされている。

さらに，ICレコーダを使って音声メ

モを取ったり，拡大・縮小・立体コ

ピーを活用したりするなど，様々な工

夫が図られてきている。

イ 聞くことが困難な場合

通常の話し声を聞き取ることが困難

な場合は，補聴器が活用される。現在，

補聴器はデジタル化が進み，コン

ピュータを用いて細かな調整ができる

ようになっており，騒音や人混みの中

での聞き取りも向上してきている。

また，コンピュータを利用した発

声・発語訓練装置の活用も進んでおり，

視覚的なフィードバックを通した発音

の指導が行われている。

さらに，コンピュータや携帯電話に

よるメール交換やチャットによるテレ

ビ会議など，音声情報に頼らないコ

ミュニケーションツールも積極的な活

用が図られている。

ウ 話すことが困難な場合

言葉を獲得していなかったり，言葉

が少なかったりして，話し言葉による

コミュニケーションが困難な場合，そ

の代替ツールとして情報手段が活用さ

れている。絵カードやコミュニケーショ

ンボードなどがよく用いられているが，

VOCA(Voice Output Communication

Aid)と呼ばれる音声出力により意思表

示を行う装置も様々なものが開発され，

活用が図られている。

エ 動くことが困難な場合

運動機能に障害がある場合は，ある

程度随意に動かせる部位に合わせた，

様々なセンサーを利用したスイッチが

活用されている。これらはコンピュー

タに接続され，インターネットによる

積極的な社会参加，ワードプロセッサ

やグラフィックツール，音楽ツールな

どのソフトウェアと組み合わせた表

現・創作活動を可能にしている。

オ その他

知的障害がある場合は，言語能力や

数的処理能力の育成を図る学習支援ソ

フトウェア，タッチパネルなどの簡便

な入力機器が活用されている。また，

Webページに振り仮名を付けるソフト

やサービスもある。

２ 情報手段活用による教育的支援の具体的

な進め方

これまで述べたような，様々な情報手段

を活用して教育的支援を行う場合，図１に

示すような基本的な手順に沿って進めるこ

とが大切である。以下，具体的な進め方に

ついて述べる。

(1) 的確な実態把握
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支援を進めるに当たっては，子どもの実

態をきめ細かに把握するとともに，本人や

保護者の願いを尊重することが大切である。

何をしたい（させたい）と思っているのか，

どんな支援を必要としているのかを十分に

把握した上で，目標及び支援内容の設定に

つなぐ必要がある。

(2) 目標及び支援内容・支援方法の決定

実態把握の結果から目標を設定すると

ともに，その達成に向けてどのような支

援が必要かといった支援内容及び支援方

法を検討する。ここでも本人や保護者と

十分に話し合いながら，その意向を尊重

し，適切な情報手段の選択につなぐこと

が大切である。

(3) 情報手段の選択

情報手段の選択に当たっては，子どもの

障害の種類や程度，支援内容・支援方法・

使用場面などに応じて，活用可能な情報手

段の洗い出しをする必要がある。一般に，

情報手段は図２に示すように，機器使用の

有無や操作の難易度などにより，様々な種

何ができるか
実態把握 何ができそうか

何をしたいか

目標設定 何を目指すか

支援内容 どのように支援し
支援方法 たらできるか

情報手段 どういった手段を
の選択 用いるか

調整作業 実際の使用に不都
↓↑ 合はないか

情報手段 主体的に活用でき
の使用 ているか

評価 どう変わったか

図１ 基本的な手順

類に分けられる。したがって，対象となる

子どもの実態や興味・関心などを考慮し，

一つ又は複数の手段を組み合わせて活用を

図ることが大切である。

(4) 調整作業と実際の使用

選択した情報手段は，実際に使用する

前に，子どもの実態に合わせた細かな調

整作業を行う必要がある。ここで留意す

べきことは，指導者の予測する使いやす

さと子どもが実際に使用したときの感じ

方とのずれである。指導者が最も使いや

すいであろうと判断した場合でも，子ど

もには必ずしも適合できていない場合が

ある。このことを踏まえ，実際の使用段

階においても，子どもが十分に納得でき

るまで調整・改善に取り組む必要がある。

(5) 評価と改善

実際の使用や調整作業を通して得られ

た結果から，支援内容・支援方法や選択

した情報手段を見直す。特に，子どもの

障害の状態が変化したり，新たな願いが

生じたりする場合は，臨機応変に見直し，

改善を図っていくことが大切である。

図２ 情報手段の種類

High Technology
○ コンピュータ関連機器
・ 学習支援ソフトウェア
・ インターネット など
○ 操作や使用方法がやや複雑な製品
・ コミュニケーションエイド
・ ICレコーダ など
○ 操作や使用方法がシンプルなもの
・ スイッチで動く電動玩具

がん

・ タイムエイド など
○ 機器を使用しないもの
・ 絵カード
・ 身振りサイン など

None Technology
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３ 情報手段活用による教育的支援の例

表１は，時計を読むことができず，時

間を量的に把握することが困難な子ども

に対して，情報手段を活用して支援を

行った事例である。

使用するツールとして時計の絵カード

や写真などの利用も検討したが，時間が

量的に変化する様子が分かりやすいとい

う理由から，タイムエイドを選択した。

この事例では，光で表示するタイプ（市

販の組立てキットを改造したもの）とア

ナログ時計タイプ（市販の時計を改造し

たもの），プレゼンテーションソフトに

よる自作教材を使用した。いずれもスイッ

チを扱いやすいものに変更する等の工夫

がなされ，子どもは興味をもって取り組

み，集中時間が持続するようになった。

表１ 情報手段活用の事例
（「個別の指導計画」から該当部分を抜粋）

・ Ａ小学校１年生。通常の学級に在籍。言語障害
があり，週１時間の通級による指導を受ける。児
・ 学習や作業への集中時間が短く，途中でやめた童
り，席を立って歩き回ったりする。の
・ 家庭では，ゲームの時間が長く，宿題をする時実
間がなくなってしまうことが多い。態
・ 時間を量的に把握することが難しく，「あと○
分」「もう少し」を理解しにくい。,

目 ・ 「いつまでするのか」を量的に把握し，「終わ
り」までの見通しをもって，学習や作業に取り組

標 むことができる。

支 ・ 時間の量を視覚的に確認できるような手段を用
援 いる。
内 ・ 在籍学級，通級指導教室，家庭のそれぞれの場
容 所で，使用場面を設定する。

情 ・ 時計の読み方を理解していないため，残り時間
報 を光で表示するタイムエイドを使用する。
手 ・ 時計でも量的感覚が理解できるよう，長針だけ
段 取り付けた時計を併用する。
の ・ コンピュータに興味があることから，プレゼン
選 テーションソフトによる時計型のタイマーを積極
択 的に利用する。

・ 「光がすべて消えた

ら終わり」というルー

ルを子どもと確認し，

５分間の設定から開始

した。

・ 今何をする時間かが

分かるよう，カードポ

ケットを追加した。

・ 終わりを知らせる音

が気になる様子であっ

たので，３色発光型のLEDに変更した。

・ 学校や家庭で
一つの活動に継
続して取り組む
時間が20分ほど
に延びてきた。
・ 「あと○分で
終わりだよ」と
知らせると，自
分でタイマーメ
ニューをセットするようになった。

これまで，障害のある子どもに対する機器

やソフトウェアの開発は，一人の子どもを対

象としたものが中心であった。そのため，汎
はん

用性に乏しいといった様々な活用に向けての

障壁があった。

しかし，今後はユニバーサルデザインの考

え方を基に，様々な障害のある子どもを含め

たすべての子どもに共通に使える機器やソフ

トウェアの積極的な開発も含め，情報手段活

用による教育的支援が幅広く展開されること

が期待されている。
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